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大マゼラン雲 (LMC)では Populous Clusterが現在も形成されており、我々の銀河では見られない大規模な
星団形成メカニズムを明らかにする上で重要な実験場である。我々は、LMCの南東の巨大分子雲集合体である
Molecular ridgeの中でも特に分子ガスが集中しているN159W領域において、巨大星団の前駆体となりうるサイ
ズ∼1 pc、ガス質量 104M⊙程度の大質量高密度クランプの性質などを明らかにしてきた (南ほか 2021年秋季年
会)。我々は同様な高密度領域の有無を明らかにし、星団形成初期段階の理解を深めるため、Molecular Ridge北
部領域の Atacama Compact Array (ACA)を用いた 1.3mm帯広域観測データ (徳田ほか 本年会)の解析を推進
している。C18O (2–1)輝線の検出に基づいて、観測領域内にはH2個数密度 105 cm−3程度、サイズ数 pc程度の
高密度クランプが領域内に 10個程度存在することが明らかになった。それらのビリアル質量は (0.1–1)×104M⊙
であり、合計質量は領域内の総分子ガス量に対して 1%程度である。最もHα光度の大きいN160領域でクランプ
周囲の 1.3mm及び 3mm連続波 (2017.1.00093.S)の比較からも電離領域からの放射が卓越しているため、領域全
体としては進化しているが、N159W領域のクランプと同程度の高密度クランプも存在していることから今後より
大規模な星形成に至る可能性を秘めている。一方で、観測領域最南端に位置するN159S領域では赤外線/可視光
がともに検出されていない C18Oクランプが存在し、星団形成直前の状態を探る上で重要な領域である。


